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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月20日(2016.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズーム操作および合焦操作を行う光学装置であって、
　手動でズームレンズを駆動可能なズーム操作部と、
　合焦レンズを駆動可能な合焦レンズ駆動部と、
　前記ズーム操作部が操作されたときに前記合焦レンズ駆動部が前記合焦レンズを駆動す
る第１の制御状態と、前記ズーム操作部が操作されたときに前記合焦レンズ駆動部が前記
合焦レンズを駆動しないように制御する第２の制御状態と、を選択する選択部と、を有す
ることを特徴とする光学装置。
【請求項２】
　前記合焦レンズが所定の範囲内に位置していることを判別する合焦レンズ位置判別部と
、を更に有し、
　前記選択部は、前記合焦レンズ位置判別部が前記合焦レンズが前記所定の範囲内に位置
していると判別したときは前記第２の制御状態を選択し、前記合焦レンズ位置判別部が前
記合焦レンズが前記所定の範囲外に位置していると判別したときは前記第１の制御状態を
選択することを特徴とする請求項１に記載の光学装置。
【請求項３】
　前記所定の範囲は、前記合焦レンズの焦点距離に応じて定められる範囲であることを特
徴とする請求項２に記載の光学装置。
【請求項４】
　前記第２の制御状態が選択されているとき、前記合焦レンズは、前記ズーム操作部の操
作による前記ズームレンズの駆動に伴い、第１の軌跡に沿って駆動されることを特徴とす
る請求項２または３に記載の光学装置。
【請求項５】
　前記ズーム操作部の操作によって前記第１の軌跡が前記所定の範囲外となるとき、前記
合焦レンズは、第２の軌跡に沿って駆動されることを特徴とする請求項４に記載の光学装
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置。
【請求項６】
　前記第２の軌跡は、前記合焦レンズの合焦可能範囲の限界位置を規定していることを特
徴とする請求項５に記載の光学装置。
【請求項７】
　前記ズームレンズが広角端または望遠端に位置しているとき、前記合焦レンズ駆動部は
、前記合焦レンズを合焦可能範囲の限界位置に保持することを特徴とする請求項５または
６に記載の光学装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の光学装置と、
　前記光学装置を着脱可能とする撮像装置と、を有することを特徴とするカメラシステム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一側面としての光学装置は、ズーム操作および合焦操作を行う光学装置であっ
て、手動でズームレンズを駆動可能なズーム操作部と、合焦レンズを駆動可能な合焦レン
ズ駆動部と、前記ズーム操作部が操作されたときに前記合焦レンズ駆動部が前記合焦レン
ズを駆動する第１の制御状態と、前記ズーム操作部が操作されたときに前記合焦レンズ駆
動部が前記合焦レンズを駆動しないように制御する第２の制御状態と、を選択する選択部
と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　フォーカス駆動モータ１０９は、中央演算手段１２０に設けられた合焦レンズ駆動手段
（合焦レンズ駆動部）１２１および合焦レンズ保持手段１２２により駆動制御されている
。合焦レンズ駆動手段１２１は、フォーカス駆動モータ１０９を駆動制御することで、第
３レンズ群１０６を光軸方向に駆動可能としている。合焦レンズ保持手段１２２は、フォ
ーカス駆動モータ１０９の回転を止め、第３レンズ群１０６を現在の位置に保持する。す
なわち、合焦レンズ保持手段１２２は、合焦レンズ駆動手段１２１が第３レンズ群１０６
を駆動しないように制御する。選択手段（選択部）１２３は、合焦レンズ駆動手段１２１
の制御信号あるいは合焦レンズ保持手段１２２の制御信号のいずれかを選択してフォーカ
ス駆動モータ１０９に入力する。
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